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―
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
―

み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を

口
酬州‐こＫ瑞は燎何＝渤い」日一

年
金
の
保
険
料
は
年
越
し
の

先
般
の
第
六
十
五
同
国
会
マ

行
帯
を
調
け

る
こ
と
が
で
き
る

者
は
、
庄
席
ベ

ル
ト
を
共
杵
し

道
路
交
通
法
の

一
部
を
改
正
す

´
Ｆ
」と
し
、
ま
た
、
停
留
所
か

な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
ヒ
し

る
法
律
が
成
立
し
、
六
月
二
日

（り
発
進
す
る

ハ
ス
の
進
路
の
変

ま
た
、
同
乗
音
に
対
し
て
ｔ
，
、

公
布
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
更
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

座
席

ベ
ル
ド
を
共
持
さ
せ
る
よ

道
路
ガ
通
法
は
、
昭
和
三
十

一̈
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
う
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
‐、

五
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
　
三
、
新
し
い
交
通
ル
ー
ル
　

　

¨
Ｆ
■

」
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
十
年
間
の
わ
が
国
の
　

１１＞
急
ブ

レ
ー
キ
や
み
だ
り
・一
四
、
運
転
者
に
対
す
る
講
習

交
通
事
情

は
、
自
動
車
台
数

の

進
路

ｔ
変
更
十
る
こ
と
な
ど
禁

　

児̈
許

‐
ｉｌＦ
の
更
新
を
受
け

工
う

たメ
激
な
増
加
と
こ
れ
に
伴
う
交

止
し
た

ほ
か
、
道
路
標
示
で
中

，
一す
る
考
は
公
安
委
員
会
の
講

通
事
故
の
激
化
、
公
害
問
題

の

―‐―‐ｉ
が
は
い

・つ
て
は
な
ら
な
い
道

習
を
受
け
る
よ
う
´̈
つ
ヒ
め
た

発
生
な
ど
急
激
な
増
加
を
示
し

路
の
部
分
を
表
示
す
る
こ
と
が

け
れ
は
な
ら
な

い
こ
と
に
し
ま

て
き
ま
し
た
ｆ
こ
の
よ
う
な
交

で
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
　
し
た
。
ま
た
、
日
動
車
の
使
用

通
事
情
の
著
し
い
変
化
―■
対
処

　

‐２‐
横
断
歩
道
で
の
追
越
し
、　
音

″
・指
定
自
動
車
教
習
所
の
■

す
る
た
め
、　
一
昨
年
、
道
路
交

お
よ
び
交
差
点
ま
た

Ｉｔ
路
切
の

理
音
■
、
公
安
番
崎
会
か
ら
講

通
■
の
ｔ
画
改
正
が
検
討
さ
ｌｌ

手
前
三
十
ソ
以
内
の
部
か
で
の

習
を
行
な
う
旨
う
通
如

ｔ
受
片

昨
年
の
第
六
十
四
口
国
会
で
は

泊
一紋
一し
を
集
止
す
る
二
と
こ
Ｌ

一
す

こ
■
い、
安
ｔ
ｔ
転
苦
理
音

そ
の

一
環
と
し
て
当
面
必
要
な

七
一
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
」
性
能
指
導
崚
な
ど
二
講

事
項
二
つ
‐、
て
改
正
が
行
な
れ

　

的
夜
間
、
他
の
車
両
な
ど
の

習
を
受
け
さ
せ
た
け
れ
，こ
な
ら

れ
ま
し
た
ら　
　
　
　
　
　
　
　
直
後
を
進
行
す
る
車
両
な
ど
は

な
い
１
と
に
し
て
し
た
ら

り
の
部
分
一
・、

¨
あ

改
正
で
は

交
通

ル
ー
ル
に
関
十
る
規
定
を

Ｌ
面
的
´̈
性
―‥―ｌｉ
す
る
ほ
か
、
歩

行
計
の
安
社
の
た
め
の
規
定
を

設
計
る
な
ど
、
必
要
な
規
定
の

性
――ｌｉ
か
ｆｊ
な
１，
れ
ま
し
た
。

な
お
、

１
の
改
正

‥
ゴ‥
二
、
十

二
Ц

一
――

一
ら
ｔ
ｉｉ
Ｆ

れ
ま
し

た
ｃ
運
転
た
許
証
の
更
新
の
際

・
の
講
習
お
よ
び
運
転
忙
許
試
験

¨
の
内
容
の
２
更

一関
す
る

１１‥
分

¨
よ
、
昭
和
四
十
Ｌ
年
四
月
一
面

¨
か
ら
地
青
さ
れ
る
二
‘
■
な
っ

¨
″ヽ
‐、・ま
一・
．

　̈
お
も
な
改
正
点

¨
一
歩
行
者
の
通
行
の
安
全
確
保

　̈
‐１＞
歩
行
者
つ
書
何
の
女
午
を

¨
は
か
る
た
め
、
歩
行
考
用
首
一路

¨
ｉｌ
つ
‐、
て
の
現
定
を
設
け
、
歩

¨
行
者
の
通
行
方

‐
ゴー
の
特
例
、
や

¨
む
を
得
な
い
場
合
の
申

‐‐―‐―
の
通

を
設
け
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
は
な
ら
な
い
ｉ
レ
．二
し
ｒ

二
、
都
市
交
通
対
策
の
推
進

　

　

‐‐――
高
■
Ｈ
動
車
国
道
七
――
動

た
。

０
都
市
―■
お
け
る
交
通
提
雑

中
山
‐――
道
路
一
ヽ
■
、
中
わ
Ｉ
転

二
対
処
す
る
た
め
、
中
‐‐―‐―
の
通

お
正
月
．は
新
腎
に

し

ま

し

ょ

う

お
正
月

は
家

族

み
ん
な
が

頓

合

せ

の

で
き

る
新

暦

に
し
ま

し

よ
う
‘

付

民

の

み
な

さ
ん

の
ご
協

力

を

お
願

い
し
ま
す

||lil`´
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児 童 手 当 制 度

ヽ家庭 とこどもの し あ わせの ために ク

ニの制1主■、国、県、村と事業主が費用をもちあい
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まだ、中「liの 手続きをしていない方
`ょ

i■ め:二おいて

な
ど
の
操
作
″
）

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
一路

し
な
け
れ
〓
な

々
通
ｌｉ
す
る
こ
か
正
し
‐、
す
、■

ら
な
‐、
こ
と
二

方

‘
ゴー
を
理
解
率
．廿
・る
ょ
う

一́、

し
ま
し
た
、　
　
わ

か
り
ゃ
十
い
Ａ
現

を
用

‐、
た

り
騒
音
防
止

交
通
の
方
法

一́間
■
る
数
――――
十

■
置

ま
た
■
・（
作
成
す
る
こ

こ
．
し
ま
し
た
．

」
煙
な
ど
の
た

一ハ
、
運
転
免
許
試
験
の
合
理
化

故
時
Ｌ
仕
置

か
　
　
‐‐＞
従
来
、
一よ
令
試
躊

モ
構
ｔ

保
安
準
準

二
摘
．
試
性
ル
．三
分
け
て
行
な
ゎ
――
て

合
し
た
‐、
中
両

■
‘・た
学
科
試
験

■
、
自
動
中
貴

―
、
直
ち
二
整

レ
ら

，‐１１一低

・
１
必
要
な
知
識
の
試

■
■
良
市

‐，‐，
ｉ

‘
鳴
∵

―́
て
統
合
１

，
、
そ
の

‐―
式

ｔ

‘，
、
罰
１１１１

っ
い

Ｉ
、　
‐―――
記

「
教
――‐―
」
の
円
容

引

〓
■
す
ら
れ

の
範
出

‐′、‐
・́　
げ
年
ゎヽ
れ
ろ
１

■

‐
た
一　

　

　

　

０
悼
一転

‐ｉｆｌ
許
試
噴

一́
合
格

し

い
中

山
な
ど

″
かヽ
ら
■
一転
ｔ
許

ャ
．‘
■ヽ
収
ら

■
沌
Ｌ
占
か
、　
十
二

一
年
‘・́
過
，
た
‐
、
二

一́Ｉ
．

中

か
ら
離

ｉｔ
る

ド
い●
■

，
‐ブ
ｔ
ち
Ｌ
（、
　
　
´

■
〓
♯
、
常
■
に
二
し
ま
し
た
。

を
確
認
し
、　
ま

七
、
安
全
運
転
管
理
の
強
化

た
、
同
乗
考

か
　

安
全
班
転
青
押
」者
の
処
理
十

安
１１
を
確
認
し

（
き
事
項
の
範
円
を
明
確
ｉ．
十

-1{関 ―



②
… …

絶
対
に
や
め
よ
う
酒
飲
み
運
転

―
事
故
を
な
く
Ｌ
て
明
る
い
新
年
を
―

道
路
の
横
断
は
安
全
を
確
め
て

（Ｉ
聾整石）　　　　　州輸詳輌趾̈
州騨が帥諄曰

▽
仕
業
点
検
を
励
行
す
る
と

安
全
を
た
し
か
め
て
か
ら
追

い

・■
交
通
―‐―
も
多
く
、
交
通
事
故
は
り

発
し
ま
す
。
‐１１‥
年
の
十
一
．月
二
県
内

で
十
六
ノ
、
の
死
占
、
八
百
四
ノ、
の
負

的
と
が
で
て
‐、
ま
す
。
年
の
暮
れ
に

不
幸
な
交
通
事
故
―こ
あ
う
１
と
の
な

い
よ
う
、
次
の
二
と
に
注
意
し
、
明

る
い
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ

い
Э

と
も
に
、
道
路
の
状
態
に
よ

つ
越
し
を
し
ま
し
よ
う
。

賓
ｂ
磁
』
討
し 「
け
バ
「
止
め
」
　

（
自

転

童
十
の

利

用

去
３

▽
過
労
運
転
は
い
ね
む
り
を

　

▽
夜
間

は
か
な
ら
ず
ラ
イ
ト

招
き
重
大
事
故
の
も
と
に
な
り

を

つ
け
る
二
と
は
も
ち
ろ
ん
、

ま
す
。
そ
れ
に
い
た
ら
な
い
ま

自
分

の
向
転
車
が
よ
く
自
動
車

で
も
、
気
分
の
い
ら
い
ら
か
ら

運
転
者
か
ら
確
認
さ
れ
る
よ
う

無
謀
運
転
と
な

つ
て
あ
ら
わ
れ

反
射

テ
ー
プ
な
ど
を
装
苦
し
ま

ま
す
。

つ
か
れ
て
い
る
と
き
は

し
よ
う
。

運
転
を
ど
り
や
め
、
万

一
運
転

　

▽
右
折
や
な
折
す
る
と
き
は

中
に
ね
む
け
を
も
よ
お
し
た
ら

〓
一十
層
手
前

で
は

つ
き
り
合
図

休
け
い
し
て
か
ら

ハ
ン
ド

ル
を

し
て
か
ら
曲
り
ま
し
ょ
う
。

握
り
ま
し
よ
テ
。
　
　
　
　
　
．

▽
酔

つ
て
か
ら
は
自
転
車

ニ

▽
忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会

乗
ら
な
い
よ

う
に
し

ま
し
よ

が
り
く
な
り
ま
す
。
人
を
不
幸

う
。

ド
け
』
強
節
運
転
は
絶
対
や

，め
　

（
歩

行

者

）

▽
無
理
な
追
い
越
し
は
重
大

　
▽
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
や
二

な
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。　
ど
も
を
危
険
な
道
路
で
遊
ば
せ

▽
夜
間
の
道
路
横
断
１■
は
、

車
に
注
意
し
、
安
全
を
た
し
か

め
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

一　一一一一〕一̈
％̈嘘

献
血
の
お
知

り
せ

一　

市
浦
村
商
工
会
で
は
、
去
る

（
同
）
三
和
昌
人

（
同
）
三
上

一
十

一
月
二
十

日
第
二
十
九
回
珠

典
子

（
同
）
高
橋
彩
子

（
協
元

一
算
検
定
試
験
を
脇
元
、
十
三
、　
小
）
安
田
二
三
夫

（十
三
小
）

一
相
内
、
太
田
の
四
会
場
で
実
施

相
坂
嘉
人

（
同
）
秋
田
谷
知
草

．
し
ま
し
た
が
、
合
格
者
は
次
の

（
同
）
本
荘
美
幸

（
同
）
浜
田

と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
幹
子

（
同

）
小
山
内
朝
子

（
同

▼
二
級
＝
小
林
栄
子

（
市
浦
中

）
成
田
潮
子

（
同
）
植
野
る
え

）
▽
三
級
＝
三
和
護

（
相
小
）

（
太
田
小
）
土
岐

よ
し
え

（
同

一
四
級
＝
武
田
友
子

（
市
浦
中

）
木
付

る
ｌｌ
子

（
同
）
奈
良
裕

）
山
田
修

一

（
同
）
今
恵
子

（
ｉ

（
同

）
八
級

＝
鎌
田
ｌｉ
子

（

脇

圧
小

）
五
級
＝
奈
良

つ
か
Ｆ

相
内
小
）
佐
藤
公
治

（
同
）
工

（
市
浦
中
´
余
良
恭
子

（
太
田

藤
秀
規

（
同
）
小
野
寺
た
ち
子

小
）
六
級
＝
秋
田
谷

つ
や
■

（

（
同
）
佐
藤
淳

（
太
田
小
）
奈

相
内
小

）
糸
谷
紀
子

（
同
）
梶

良
文
子

（
同
）
山
田
奈
津
子

（

浦
な
入
子

（十
三
小

）
奈
良
難

十
三
小
）
木
村
入
ど
り

（
同
）

喜

（
太
田
小
）
奈
良
君
子

（
同

田
辺
尚
文

（
同
）
小
寺
朱
美

（

○
保
険
金
の
支
払
い
　

　

　

る
場
合
の
二

倍
を
支
払

い
ま
　

・‘
ヽ
，
　

「
月

日
薇
百
代

の
過
７

長
生
き
し
た
と
き

（
契
約
後

す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一」
し
て
、
行
き
か
ふ
年
も
ま
た

税
か
死
亡
し
た
と
き

は
保
険

十
年
ロ
ニ
保
険
金
は
二
割
、
契

　

何
れ
も
傷
害
特
約
か
つ
け
ら

旅
ノ
、
な
り

（奥

の
細
僣
じ

」
レ
・

料
を
忙
除
し
――ｌｌｉ
期

に
保
険
金
を

約
後
二
十
年
１１
に
保
険
金
の
三

れ
ま
す
。
く
ゎ
し
い
二
と
は
郵

い

つ
た
は
蕉

の
気
持
ち
が
ゎ

か

支
払

い
ま
十
っ　
　
　
　
　
　
　
割
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
便
局
の
窓
口
ま
た
は
保
険
外
務

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
な
―■

０
保
険
の
支
払
い
　
　
　
　
　
死
亡
し
た
と
き

（病
気
に
よ

員
に
お
聞
き
下
さ
い
っ　
　
　
　
か

一‐
も

っ
と
‐・、う
間

の
年
の
幕

▼
進
学
年
齢
二
達

し
た
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
一
と

・ヽ、
っ
た
感
じ
て
十
ｃ

保
険
金
キ
置
払
い
き
〓

（十

　

一
日

一
円

。
年
間
三
百
五
十
円
　
　
　
　
　
　
　
０

十
一
―丁
と
，、た

嗜え

、

な

つ
た
と
き
五
〇
万
円
、
治
療

期
間

一
八
〇
日
以
上
十
万
円
、

九
〇

日
以
上

一
八
〇
日
未
満
五

万
円
、
三
〇

日
以
上
九
〇

日
米

満
二
万
円
、
七
日
以
上
三
〇

日

未
満
五
千
円
、
七
日
未
満
二
千

▽
見
舞
金
請
求
の
手
続
　
会
員

証
、
交
通
事
故
証
明
証

（
警
察

署

で
発
行
）
医
師
の
診
断
書
が

必
要

で
す
。

〇
　
ま
だ
ｔ
きヽ
ま
で
に
は
間

が
あ
る
と
思

つ
て
，、
る
う
ち

，■

季
一即
の
や

″
一ず
れ
は
確
実

一
互
ヽ

を
運
ん
一
す
撃
ヽ
し
た
、√
′一う
ヒ

う
十
二
月
、
と
い
ぅ
嘆
息

ｉ■
も

似
た
も
の
を
覚
え
ま
す
ぅ
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三
和
孝
徳
さ
ん

３

）

早
く
畔

油

で
き

る
よ
う
、
関

係
当
嚇

二
働

ら
き

か
け

る
。

電
話

の
積

滞
数

点

一
Ｌ
Ｐ

´
一

の
だ

る
が
、
明
春

て
で
に

■

半
数

二
ど
架
設

き

は
る
電

さ

ム
ｒ
に
一

――

民

ヽ

「
て

の
郵
便
‐
‥
―

■

の
だ

か
ら
、
地

域

と

の
う
な

が
り

を
深
く

し
た

い
―

ル
・語

気

を
強

め
、
行
動
的

な
意
徹

を

の
ぞ

か
せ
る
。

，
、ヽ́
・́
ツ
）
〓́

一^
　
、
「
ヽ
」，ヽ

工
」品
か
ら
明
治

大

■

政
社
声

部

粁
済
科

■
三
十

円

‐‐ｉ

一
下
‐

荘

．
高
度

時
代

ニ
ーーー
■

‐
…‐；

う

「
郵
便
局
と
い

っ
て
も
、

郵
便
全
般
か
ら
簡
易
保
険
、

電
報
電
話
と
幅
が
広
く
、
そ

れ
だ
け
に
問
題
を
か
か
え
て

い
る
。
た‐
と

えヽ
ば
、
脇
元
地

区
の
速
達
郵
便
に
つ
い
て
も

戸
数
、
部
数
等
の
枠
に
よ
り

即
日
配
達
が
規
制
さ
れ
て
い

る
。
地
域
住
民
の
た
め
に
も

）
七
級
＝
山
田
栄
子

（
相
内
小

同
）

）
三
和
善
之

（
同
）
佐
帳
俊
明
　
　
　
．

一　
郵
‐
便
局
だ
よ
り

一

郵
便
鴨
の
蘭
場
保
険
二
・
・の
九

月
か
ら
二
種
類
の
新
し
い
保
険

が
登
場
し
ま
し
た
。

◆
学
資
保
険

（
お
子
さ
ま
の

将
来
二
備
え
て
教
育
資
金

つ
く

身
体
障
害
手
帳
の
交
付
を

う
け
た
い
の
で
す
が
‥

問

」な

障

害

者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た

い
の

で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き

を
し
た
ら
よ
い

の
か
お
知
ら
せ

（
十
三

ｏ
悩

め
る
身
障
者

・

Ｋ
）
答

　

身
体
障
害
者
は
大
き

く
わ
け
て
視
覚
障
害
、
聴
覚

言
語
機
能
障
害
、
し
体
不
Ｈ

由
に
分
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
障
害
程
度
が
日
常
生
活

を
お
く
る
た
め
に
不
自
由
と

認
め
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に

身
体
障
害
者
と
し
て
手
帳
交

付
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
に
対
す
る
す
べ

て
の
援
助
が
、
障
害
者
手
帳

で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
早

め
に
交
付
を
受
け
る
よ
う
に

愛
の
う
ら
づ
け
は
＝
口
囲
悧
閣
幽

あ
か
る
い老
後
に
＝
口旧
目
旧
閣
］

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

1勺

郵
便
:ヽ)

il
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